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*此の論文の概要1昭和 10年 4月大阪に於げる日本数事物迎撃合総合にてだ支 U:。
(1)本誌、第Hき第 1披 28頁，資料 「別府市内温泉肇帳抄J。
( 1 ) 
別府温泉と i初汐附気E主主t果
な湧出口 21日を選び其の湧出量・泉瀧・電気俸導度を勾了二時間置きに測定し特に前二者に








第 1困 l仰汐jμ革1J!~r.1 j資本 )hj~ の 位;花
別府iru.泉の構造は既品切日きものであるカ、ら， 湧出量の測定は自然の航態で浴槽に流入
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( 6 ) 
月IJ1持温泉と潮汐附気1民放呆
海岸に立Eき湧出口第 5闘


























観測祖泉全部の各々に撃すする Aの値を算出して第 1表中に示しである。 Aの算定には，
之によって勾/~H ぞ出しその~q と t:.HIま夫れぞれg及びHの最大最小値の差:æ求め，
Lp:均をとった。第3乃至6聞の湧出量慶化曲線に重ねて記入した黙は上に求めたAの{直を
用ひ潮位より算出しすこ湧出量である。大韓に於て貫測値とよく一致するのを見るべく，(1) 
( 7 ) 
式の成立そ裏書する。
別府温泉と i朝汐附祭邸主主果
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( 10 ) 
別府温泉と潮汐附~.\ )1民主主果
可i二夫 i朝汐， i効Ul量及0:泉j毘のWM和l分析概要
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( II ) 
別府j思泉と i朝汐附気1Iι放果
大分港i靭汐調和常主主 ，1、倉博士)水路要報第12年第 1j波
ユf， 1 内 1 K， I K， I 0， 1 PJ 
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今の精密度では p'-:1と考へてよいから，式 (1)(2) (3)より
。=!t/o (4) 











(7) I>JIJ府iÆl;;~ の幼 111量と i湯川口のi176 さとのl:1I閥 J， i!I: (本誌こて渡来の級定。
( l~ 







3) 潮汐影響は海岸を遠ざかるに件ひ減少する。第 I表の混泉21日につき其の ρ、と海
岸距離とを縦横柚にとって固にすると第9聞の様になり， ρの値がjR泉の深度や湧出量な
どには無関係にi向斤ーからの距離に従ひ漸減する傾向が明白に見られる。元来。は地暦の
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(8) IJ、倉1[1ti大分港i拐汐l凋1'1常数J，7ì<!f岳袈報U~ 12年，ぷ1 .~定
我々 の{底Fの主主01111ヶ年観iJ!i1の分析だからでわらう。
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別府 i:t 泉と潮汐附 ~H民主主果
でやらなければ適切でなし、此の様な考へで前記杉原誇氏宅及び大正館の外，石川喜十郎
氏宅 (No.671)，米屋放館 (No.491)，松野屋旋館 (No.551)，別府市役所 (No.35)の
諸湛泉で観測した結果ぞ属現し第 111薗ぞ得fこ。
第 1 闘 初出量と気肢との闘係(i毎j学より J速さ諸主主j
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.1.'ー がい u" U" 2'J." 
I~包，
u" 目白 j'" ;':J" 3" 
是等は何れも海岸より蓮き (320m-870 m)諸泉であるが， 気墨と湧出量との関係は
一目瞭然で，略近的には負の一次的相闘を示す。師ち気歴をPとすれば湧出量gとの聞に
'dq/dP -p(常数) (5) 
なる関係がある。蕊にpは各湧出口に特有な常数で，吾人は之.:a湧出量聖堂、化の集塵係書生と呼
ぶことにする。第 11聞に掲けた 6泉の気座係数はく5)式で計算し第 1表中に示しである。
潮汐と気歴とが共に作用するときの湧出量はく1)及び(5)式から
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( ls ) 
別府温泉と i籾汐附気象放呆
第三変 No.220 手1阿彦 別 荘 一日平均値
昭和l九年五月十七日ヨ')六月十五日マデ
日 川量 |泉 i~ 電気停車事皮 i羽 位 kt 副E S4h1 P 度
'‘94tせ X 1O-
3mho 
5月 L/M む.rn nl.1ll 。" 795 17日 ~0.735 1.6G65 124 760.69 1['.0 
18 20.601 2.0808 1.6540 126 5!?~28 19.0 81 
19 20.792 2.08e4 1.6532 125 59.33 1!?7 67 
~O ，:21.149 2.1053 1.6497 131 59.40 18.3 83 
21 21.093 2.1106 1.6494 1E0 E6.08 19.1 89 
22 21.184 2.1285 1.6496 129 55.73 21.1 62 
23 21.207 2.1286 1.6521 152 55.62 19.4 68 
24 20.852 2.0928 1.6501 128 57.62 18.5 64 
25 21.016 2.1129 1.6474. 127 58.46 18.2 65 
~6 21.113 2.1126 1.6Wg 126 [8.67 19.7 62 
27 21.005 2.0880 1.6513 124， 59.23 j!?9 69 
28 21.2e:O 2.0373 1.6505 128 60.40 12.2 78 
29 21.022 2.0;)18 1.6482 126 62.0ヨ 21.3 65 
w ~ 1.0:8 2.0837 1.64[:0 .122 62.42 20.5 69 
31 20.866 2.0814 1.6521 1::6 6 -1. ~ 4 20.9 77 
6月
1 21.122 2.1503 1.6480 1'-8 62.39 21.4 77 
2 21.400 ~ .202G 1.6475 Hl 57.23 20.7 81 
3 21.84.1 2.2iE6 1.6476 123 52.63 22.7 70 
4 21.646 2.1816 1.6~ 7 1 129 54.43 21.8 56 
5 21.813 2.1777 1.6-:63 1EO 52.76 20.7 64 
6 21.560 2.1216 '1.I3 ~ô2 125 57.47 21.1 28 
7 21.514 2.1E60 1.64G7 124 58.44 20.9 49 
8 21.6;2 2.1504 1.6453 124 58.26 21.1 71 
9 21.7G6 2.1374 1.6461 128 57.87 20.9 69 
10 21.S 16 2.1784 1.6460 1E8 EI3.99 1fl.1 r:0 
11 a6S0 2.m14 1.5':7 .) 127 58.87 22.4 76 
12 21.5S0 2.2263 1.6463 125 58.56 19.9 S6 
13 21.767 2.2389 1.6440 134 58.64 19.9 81 
14 21.5.19 2.2184 1.6456 181 62.00 22.1 57 
15 21.e21 2.17[:0 1.6450 127 62.02 18.9 81 
、 ，
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依って潮汐影響係数 ρ そ (1)から (4)の様に出したと同様な手)IJiで茶塵係載をくめか














，'9，1 T， XomitsII and l¥L Okamoco， The Callses of the Annual V川 iationof the ~\I ('an Sea Level 
along the Japanese仁oast.)，文書l市 j、現与昔日紀要， A， 第 10'{j}， í:i~ 3放， 125頁。













































ヨア ( -;p T 1 ';J T ， ð~ T¥ ーす一=正l 一一「+一一一一- +~ )dt --;-/C¥ ?Jr~ '7 --a;:-' ?J ~2 ) (8) 




dT . oT 
1'=1'1 (導管外壁〉で f17=-2FjIL77 r=∞で
なる傑件で (8)が解ければよいが， 完全解は到底困難である。そこで辰も簡軍に略算そ行
dT 
ふこと h し，導管の下端から l二端まで正す7 の11'-irJ;を用ひ，湧出量をfとすれば
dl' -q(幻』一丸)=2町 /kーす一
oy (9) 









かくして求めた各泉の Aづ7の絶封{直ごと第 1表i二併記しp 更に此の値を用ひ貫測の湧
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(12)山下，木戸，メLfl];別府市内淑泉のクロール量分布 '1，it;;:Ji1 1d第2披 92頁。




















( 23 ) 
